
1.	住民及び避難者を対象とした調査	
					方法：2011年３月11日時点で福島県内の市町村に居住していた方を、下記の６グループに分類 

　          ①避難指示区域から避難中の方　　②旧避難指示区域に帰還した方　　③旧避難指示区域に帰還していない方 
　          ④避難指示対象外地域に居住を継続している方　　⑤避難指示対象外地域から自主避難中または移住された方 
　          ⑥避難指示対象外地域から自主避難後、帰還された方 

             それぞれ５名以上に、原発事故後の暮らしの中での課題や気持ちの変化について質的インタビューを行い分析 	

インタビュー対象者の概要：	
　　　合計42名（男性18名、女性24名）	

　福島県内：28名	
	 					（郡山市、いわき市、福島市、二本松市、浪江町、川内村、	
　　　南相馬市、伊達市、富岡町、広野町、川俣町、小野町）	

　福島県外：14名	

　　 （群馬県、新潟県、東京都、埼玉県、大阪府、滋賀県、	
　　　兵庫県） 	

福島第一原子力発電所事故による避難生活に関するテーマ別調査	
「原発事故後の生活再建における必要条件」 （獨協医科大学・中越防災安全推進機構）	

	
調査の目的：福島第一原発事故発生から現在に至るまでの間に約15回の避難指示区域見直しが行われ、福島県内外に避難・
居住する方々の生活状況が多様化していることから、避難中の方々だけでなく、帰還した方々、避難指示対象外の地域に住み
続けている方々についても実態を例示的に把握し、生活への影響について総合的な視点で考察する。	

【基礎調査項目】	
▼津波被害： あり 3名  なし 39名　	
▼地震被害：あり 33名 なし 9名	
▼今後の定住先：決まっている 31名（74%） 	
　　　　　　　　　　　 決まっていない	10名 （24%）  未回答 1名（2%）	
▼現在の生活満足度：とても満足 6名（14%） やや満足 11名（26%）	
　　ふつう 17名（41%）  やや不満	5名（12%）  とても不満		3名（7%）	
▼賠償プロセスの適切さ：	

▼震災後、大きな病気や怪我をしましたか 	
　　はい 18名（42.9%）　　いいえ	24名（57.1%）	
	
「脳梗塞」「胃潰瘍」「帯状疱疹」：各2名、	
「くも膜下出血」「脳動脈瘤」「静脈瘤」「卵巣嚢腫」「皮膚病」「憩室炎」「虚
血性大腸炎」「股関節骨折」「リウマチ」「急性扁桃炎」「自律神経失調症」
「強迫性障害」「うつ病」「不安症」「生理が止まる」「高血圧」「首が上がら
なくなった」「手の痺れ」「めまい」「ドライアイ」：各1名。	

0	
2	
4	
6	
8	

10	
12	
14	
16	

�
��
��

����� ��	� ����
��

�
��
���

����

����

�	���������



【全体】 

プログラム「KeyGraph®	」を用いた発話の分析、曲線シートから読み取る生活再建の課題	

プログラム「KeyGraph®	（大澤幸生）」により、発話
の特徴を分析。	
＜KeyGraph®は、（１）共起する高頻度語のクラスタと、（２）ク
ラスタ間を結ぶような低頻度語とを抽出し、これらの間の関係
をグラフとして可視化する技術。＞ 	
	
　子どもと学校のこと、原発事故と放射能のこと	
に関するクラスタが存在し、単語も高頻度。中央
に近い高頻度語は「避難」「生活」「福島」。近い
キーワードは「隣」「連絡」「復興」。	
　家族や人間関係、「仕事」「自分」「場所」といった
単語が、考えや悩みの中心か。住まいに関する

「住宅」「アパート」等の語も。	
　各グループごとの分析も行った。（報告書参照）	

曲線シートに描かれた気持ちの変化から、その段
階において直面した課題や、どう乗り越えたかな
どを聞き取り。グループごとに、生活再建に関連
する要因を整理した。	
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帰還で上昇	

帰還後に落ち込み	

放射線量がどのくらいかわかる	

福島に帰ってきた	
避難できた	

まだ震災前の状態には	
戻っていない	



＜原発事故により失われたと思うもの、生活再建に向けた心の状態を左右する要因＞	
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2. 支援者を対象とした調査	
				方法：2011	年	3	月	11	日以降、福島第一原発事故に伴う影響を受けた人々を支援することに従事している団体、自治体等の	
														担当者を対象に、支援内容や長期支援が必要だった事例を聞き取り。（6つの避難・居住パターンをカバー）	
　　　　　福島県内外で14団体の協力を得た。	

＜支援内容の概要＞	
①避難指示区域から避難中	
　避難住民のコミュニティづくり、みなし仮設住宅での自治会づくり、移動サポート（買い物・病院）、訪問による見守り支援、復興
支援専門員の設置・育成、仮設住宅での子どもの遊び・学習支援、交流サロンの運営、電話相談	

②旧避難指示区域に帰還	

　要援護者の生活支援、高齢者サロン、外出支援サービス・送迎、配食サービス、子育てサロン・お茶会、帰還した住民のつな
がりづくり、支援団体同士の情報共有、帰還した地域の情報発信	

③旧避難指示区域から避難中・移住	

　避難住民のコミュニティづくり、交流会・趣味の教室、語り部事業、行政サービスの避難先へのつなぎ、訪問による見守り支援、
精神的問題への専門家による対応、簡易の甲状腺検査、専門家等による勉強会の開催	

④避難指示対象外地域に居住継続	

　放射能測定、幼稚園・学校等でのサンプリング、甲状腺検診、海洋の汚染に関する民間調査、医療従事者等による診療・健
康診断・健康相談、保養事業・保養相談、専門家による勉強会の開催	

⑤避難指示対象外地域から自主避難中	

　避難生活の情報提供、電話相談、交流会・お茶会、子育て相談、訪問による見守り支援	

⑥避難指示対象外地域から自主避難後、帰還	

　保養事業・保養相談、地域での放射能測定、帰還者の就労支援、自主避難者・帰還者等の相談窓口、地域住民との交流活
動、帰還者の交流スペース・サロン	

	
＜長期支援を必要としたケースの事例＞	
・津波被災地域に住んでいた子育て世代の女性。津波被災地域は宅地等の賠償がないため、金銭的余裕がないが、震災の影響でパニック障害になり、
外出して仕事を見つけることが難しい。夫は福島県内に単身赴任しているため、サポートしてくれる人がいない。	
・避難先で両親が離婚した子ども。中学生だったが、たまり場にたまるようになり、朝起きられなくなり、学校にも行けなくなった。食べ物は親から生活費を
もらって買って食べているという。かろうじて卒業はしたが、その後もバイトに行かなくなり、コンビニに集まっているのを見かけるようになった。	
・仕事の関係で避難した単身の男性。アルコール依存症だったため、精神科の病院につないだ。自宅で倒れたのをきっかけに、入院し、食事の管理、お
金の管理、日常生活の管理など一から指導。 	
・介護の必要なグループホーム入所者。避難先で受け入れてくれるグループホームを探し、何ヶ所か転々としている間に、仮設のグループホームを作っ
た。その後、仮設の期限がきたので、避難指示解除された場所と、避難先の近くとの２ヶ所に分かれている。	
	



＜今後に向けた検討の視点＞	
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